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、 BrevibacteriumBreedは 1955年ローマで開催
された第 6回国際微生物学会に於て始めて系統分類
に編入された新しい菌属で Bergey'smanual K於
ても 1957年版K新たに収録され Fami1yIX，Brevi-
bacteriaceae Breedの中の Genus1，Brevibac・ 
terium Breed(1)として記載されている。 
Brevi bacteri umとは shortrodletの意味で，
グラム陽性の短梓菌でとき lζcoccoidをなしてい
るが五lamentにはならないのがこの菌の形態上の
性質である。この菌属の特徴とすると ζろは， red， 
rose，orange，yellow或は brownの非水溶性の 
色素を産生する菌種が多く，運動性のないのが通性 
であるが運動性のある場合は peritrichousの自a-
gellaをもっている。糖の利用は強いものではなく，
乳糖を分解しない。
乙の菌は乳製品を始めとして，土壌，水，腐敗物
江広く分布していると記載されている。われわれが
食品から細菌を分離しているとグラム陽性の短梓菌
で乳酸菌でないものにぶつかるのであるが，これら
の菌の系統分類がなかったので非常に不便を感じて
いたがこの属の新設でその不備が是正された。
併しながらこの細菌花関する知識は一般に未だ低
く，研究文献も少い。
そこで著者は主として魚介類，空気から本菌tζ属
すると思われる菌株を分離して，その性状をしら
べ，食品細菌としての意義を明らかにする為に本研
究を実施した。
菌の分離と蒐集 
Brevibacteriumは記載によれば seawater spe・ 
cies(2)を除いて普通の nutrientagar Kよく発育
する菌種が大部分である。そこで peptone1 %，
meat extract 0.5%の教室常用のブイヨン寒天平
板を用いて分離を行った。分離材料としては著者の
ねらいの一つは海産魚介類にあるので，主として市 
販の海産魚類を購入しその一部に滅菌水を加えてよ
く振還して，その浮遊液を平板に塗布し 3枚法によ
って 270C，48---72時間培養した。土壌，尿尿，ソ
ーセージ等についても同様に処理じた。
叉空中落下菌については平板を 40---50分間空気
中にさらして約4日間 270Cで培養したのち室温に 
7日開放置した平板から釣菌した。
分離平板からの釣菌K当つては， red，rose， 
orange，yellow，brownの色素を産生している集
落並びK gray系統の集落をえらびグラム染色托よ
ってグラム陽性の短梓菌で 0.5---0.8x 1.0~1.5μ 程
度の菌形をしたものを蒐集した。分離菌は一度 
nutrient agar slant Rて48時間培養したものを更
K平板で再分離を行い純培養とした。一般に red-
dish orangeの色調を有する集落で Brevibacteri-
umと推定される菌は nutrientagar上で発育の
弱いものが少くないので，叉その色調も培養日数を
長くしないと鮮明氏出ないのでときに 7日程度経過
した平板からも分離した。
これらの分離菌株について形態並びに培養性状の
諸検査を行い Bergey's manualの記載に従って 
Brevi bacteri umの診断を下し得たものは 34株で
あった。この菌属の診断に当り鑑別を要するものと
しては Micrococcus， Lactococcus， Sarcina， 
Enterococcus等のグラム陽性球菌類である。叉グ
ラム陰性菌のうちでも Serratia及び Flavobac・ 
teriumは色素産生菌であるので一応注意して鑑別
し?こ。
乙れらの分離菌を分離材料別花見ると第 1表の如
くなり 34菌株のうち 26株は魚類から， 3株は空中
落下菌として， 5株は尿尿，土壌其他の食品からで
ある。
形態学的性状
菌形
グラム陽性の短梓菌であるがその大きさは 0.9x 
1.1μ と云うような coccoidもあるし， 0.3-...0.5 x 
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第 1表菌株の蒐集と分離源 
Strain number 株数魚類 空中| 落下菌 
Brevi bacteri um 
linens 8 7 1 
Br. erythrogenes 1 
Br. fulvum 1 
Br. insectiphi1ium 2 2 
Br. vi tarumen 2 2 
Br. maris 1 1 
Br. fuscum 3 1 2糞 尿 
Br. minutiferula 1 1 
Br.ammoniagenes 2 1 1ソーセージ 
Br. im periale 1 1糞 尿 
Br. 1ipolyticum 1 1 
Br. acetylicum 1 1土 壌 
Br. sulfureum 6 5 1 
not identfied 4 4 
total 26 3 5 
1.0--2.8μ程度の細い梓菌もある。叉 seawater 
speciesの中には1.2--1.6x2.0--4.7μのような自la-
ment K近いものもあるが多くの Brevibacteri um 
は 0.5--0.7 x1.0--1.5μ 程度の大きさをもった端の
丸い shortrodsであって大腸菌よりも柏短い感じ
である。著者の分離株も総てこのような菌形を示し 
Tこ。
一般に易染色性で singlyK或は inpairsになら
んでいるがときに longchainを示すことがある。
無芽胞で爽膜をもたない。運動性のない ζとが普通
であって Bergey'smanual Il:は 23菌種中 17菌種
が flagel1a を有せず， 6菌種が peritrichousの
自agel1aを着生しているとしている。
著者の株では 34株中 25菌株が nonmotileで9
株が moti1especiesであった。
著者は本菌研究の初期にグラム陽性短梓菌を 24 
--48時間培養の染色標本で追っていたとき Brevi-
bacterium K極めて類似した菌形をしながら 18時
間培養では明らかに branchingを認めたので 
Mycococcus krassilnikovと診断して Brevibac・ 
teriumから除外したのであるが，昨年 11月来朝し
たソ連の土壌微生物学者の Krassilnikov氏(3)の見 
解lζよれば該菌は非病原性の抗酸性薗の一種であつ
て，培養の初期Il:branchingを示し菌糸は 24--48 
時間で切れて coccoidをなすと云う乙とであった。
coccoidの形態を示す菌形のみで診断の出来得ない
ことを経験した次第である。
集落
黄褐色の carotinoid系色素を産生する細菌は極
めて多いので集落の性状は Brevibacteri umの鑑別 
lζは何等役立たない。
著者は色素産生集落を目標lとして釣菌したのであ
るが集落の色調は常に一定のものではなく特に培地
の成分の相違によりニュアンスの変化を認めた。一
般に glucoseagar plate上の集落が特徴ある色彩
を示した。 
gray系の菌種の集落については単に外見だけで
は更陀一層 Brevibacteriumらしいものを経験的に
も感得するととが出来なかった。
培養性状並びに生化学的性質
本菌属の培養は困難な条件はないが生化学的な性
状に於ては特に菌属の鑑別に役立つような特異性状
をもたない。 Breedの記載を参照しながら著者の菌
株の生物学的性状を述べると次の如くである。 
1) nutrient agar slant: gray系統の菌株は発
育が良好で 24時間で abundantな増殖が見られ
た。 yel10w及び brown系統の菌株も比較的発育
がよく 24--48時間で充分な発育が見られた。併し 
orange系統の菌株は発育が弱く 48時間培養でも特
徴ある reddishorange，或は pinkの growthを
見きわめがたいものもあった。すでK記したように 
glucose agar slantでは Brevibacteriumlinens 
のような reddish orangeの菌の発育が良好であ
った。 
2) broth: 平等なにごりをもって発育するが， 
Kとりは一般lとさ程強くなく，むしろ弱いものが多
い。 Br.maris 8-30は記載のように brothはclear
であったが， Br. imperiale AU-9，Br. lipolyticum 
AU-41株は Breedの記載はにごりがあるが著者の
場合は clearであった。叉管底に貰色，褐色の沈誼
の生ずるととは殆んど例外なく認められた。 
3) Gelatin stab: 34菌株中 22株に gelatin 
liquefactionがみとめられたが，袋状，ロート状
の溶解が多くその活性は強いものではなかった。菌
種決定の出来なかった AM-19株は例外的に強い
gelatinase activity を示し，培養 1日ですでに層
状の溶解が見られた。
4) KN03: 硝酸塩還元作用は本属の分類の key
として使われているが non-motile species K 15 
株， motile species Il:8株が陽性であって陰性菌
種は少いようであった。 Br.erythrogenes，Br. 
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第 2表 Litmus milkの所見比較
Species Bergey's manual Author's strains 
Br. linens 
Br. erythrogenes 
Br. fulvum 
Br. insectiphilium 
Br. vi tarumen 
Br. maris 
Br. fuscum 
Br. minutiferula 
Br. ammoniagenes 
Br.imperiale 
Br. lipolyticum 
Br.acetylicum 
Br. sulfureum 
slow alk → slow pept. 
acid，coag → alk. 
acid → alk 
no change 
acid，slight red. 
slightly alk → slightly acid 
slightly acid - alk 
slightly acid 
slightly alk 
slightly acid 
coag，pept → alk 
slightly acid，pept reduced 
alk，pept 
vitarumen，Br. acetylicum，Br. sulfureum等は
著者の株は Breedの記載と相違しているが， 著者
は乙の性状はさ程重要視しないで同定を行った。 
5) Litmus milk: 著者が分離菌の同定に於て最
も困難を感じたのは litmusmilkの所見であ!る。 
Bergey's manual Kは分類の keyとして litmus 
milkの変化を重要視している。併し著者の実験に
よれば litmusmilkの所見は不安定で且つその変
化がおそし多くの菌種について Breedの記載の
よう Kはならなかった。第2表K著者の成績と 
Bergey's manualの記載との異同を比較して見たo 
.NDち Br.linens，Br. vitarumen，Br. maris，Br. 
acetylicumの株の変化が弱く Breedのそれと相
違している。 これらの点については更に検討を続け
て見たい。 
6) lndole及び H2S: 本菌属lζは lndole産生
菌は殆んどなく僅KBr. fulvumが陽性と記載され
ているのみである。著者の株も只 1株 AM-19株が
陽性で、あったQ 叉硫化水素産生株も 1株も見出され
no change 
acid，reduce，coag. → digest. 
slightly acid → alk. 
no change 
no change 
no change 
slightly acid → alk 
slightly acid 
alk 
slightly acid 
coag，pept → alk 
alk 
alk，pept 
なかった。 
7) Urease: urease陽性菌種R.Br. ammonia-
genesがある。本菌は Bacteriumammoniagenes 
(4)と呼ばれていた菌であって強い ureaseactivity 
を持つ細菌である。著者の Br.ammoni@.genesの 
2株は共に強い作用を有し typicalの strainであ
った。 
8) Potato: 発育の良好なものと弱い発育のもの
があり， orangeの色素産生菌は growthが week
であった。その色調は glucoseagar slantと同様
の態度を示した。
以上の培養性状並びに生化学的性質は non-mo・ 
tile species，motile species守に分けて一括して第 
3表，第4表，第 5表，第 6表Iζ掲げた。 
9) 糖類の利用
本菌属は普通 glucosebrothから酸を産すると
されている。しかし一般に糖類の分解力は弱く，総
ての糖類を利用レない菌種も少くない。ブドウ糖，
諜糖，麦芽糖を利用する少数の菌種でも乳糖は利用 
第 3表 Brevibacterium linens (non-motile species)の生物学的性状 
litmus 1n-H9s百 Limom slant 227KNO3 milk potato dole 2 broth .u
SC-84 

S -84 

A -19 
S -31 
AM-17 
AM-21 
AM-25 
AM-27 
十十十十十十
reddish orange 
orange 
reddish brown 
reddish brown 
reddish brown 
orange 
reddish orange 
reddish brown 
++十十十十
no change reddish orange -
no change reddish orange -
no change reddish brown 
no change reddish brown 
no change reddish orange -
no change orange 
no change reddish orange. -
no change reddish orangeー 
tub. mod. sediment 
tub. mod. sediment 
tub. mod. sediment 
tub. mod. sediment 
tub. mod. sediment 
tub. week 
tub. week 
tub. week 
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Br. fulvum S-34 Ichrom. yelIow tub. mod.+ 
 orange 
Br. insectiphilium AM-2311emon yellow 
AM-2611emon yellow 
Br. vitarumen S-18 Ilemon yellow + 

AM-22 Ilemon yellow 
Br. mar匂 S-30 1chrom yellow 
Br. fuscum AU-43 Igreenish yellow 
AU-44 Igreenish yellow 
AU-57 1greenish yellow
+十十十
tub. mod. 
tub. mod. 
出副
Br.minutiferula AU-27 1gray 
Br. ammoniagenes AU-39判gray 
AU-5計 Igray 
tub. sed. 
clear. sed.+ 
+
 clear. sed. 
持. urease positive 
Brevibacterium (motile species)の生物学的性状 
gRIa-KNOq litmus milk in-broth glu-sue-mal-lac-species & strain十 slant tin ~""""-'3 LUULU'::> LULLn. dole IJLV~U cose rose tose tose 
slightly acid clear.sed. + 
alk.coag pept. 
alkalin 
alkalin pept. 
alk. pept. 
alk. pept. 
alk. pept. 
alk. pept. 
Br. imperirle pale yellow 91 AU-
十+++ + 

clear. sed.十Br. lipolyticum AU-411gray
+++十十++十+十++十十++
alk. pept. 
第 6表 Brevibacterium (not identified strains) の生物学的性状 
  
imoUHtY slant一言ら KNOalitmus in-H2S potato
JZL 	 ilk dole glu-suc-mal-rac: cose rose tose tose 
ppp aaa --EA'EEA---A eee LULυLU ooorrr www nnnAM-18 no change pale brown 

AM-20 no change pale brown 

AM-19 十 alk. pept. + brownish yellow 十 十

S -94 gray 十 alk. brownish yellow 十 
し得ない。第 7表，第 8表，第 5表にその成績を掲 第 7表 Brevibacteriumの糖分解作用 
げたが Barsiekow を青変させる株が多くペプト strain glucose sucrose maltose lactose 
ンからのアンモニアの生成によるものと推定され 
tub. sed.Br.acetylicum AU-16lorange 十 十
tub. sed.Br. sulfureum AU-281pale yel10w 
AU-311pale yellow tub. sed. 
AU-32jpale yellow tub. sed. 
tub. sed.AU-38Ipale yellow 
tub. sed.AU-401pale yellow 
tub. sed.AU-461pale yellow 
口
ム
44AQUODO1
S-31 -b 
分離菌株の形態と生物学的性状の結果から Ber- AM-17 
gey's manualの分類に従って同定を行った。すで AM-21 
に記載したように， slantでの色調が variableで AM-25 
あるとと， litmus milkの所見が changeableで AM-27 
氏一一一
SAる。 
分離菌の同定，分類並びに魚類における分布
。 唱
あること， KN03の還元作用が一致し難いこと等の	 blue 
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第 8表 Brevibacterium(non moti1e 
species)の糖分解作用 
l
species & strain glu・恥 mal-lu cose rose tose tose 
Br. erythrogenes A-34 十 + + -b 
Br.fulvum 5-34 -b -b -b -b 
Br. insectiphilium AM-23 -b 
Am-26 -b 
Br. vitarumen 5-18 十 + + -b 
AM-22 + + + -b 
Br. maris 5-30 
Br. fuscum AU-43 
AU-44 
AU-57 
Br.minutiferula AU-27 I+ + + 
Br.ammoniagenes AU-39 I - -b -b 
AU-53 I -b -b -b -b 
理由でその同定は極めて困難な仕事であった。止む
を得ずグラム陽性の短梓菌で、ラクトースを分解しな
い好気性菌と云う限界l乙於て，即ち乳酸菌を除外し
たのちに集落や斜面寒天上の色彩に重点を置いて分
類を行い，若干の相違点は類似株として包含する態
度をとった。思うに自然界における ζの種の細菌は
更に多くの菌種を有しており，分類は今後更に検討
さるべきものがあるであろう。
著者は著者の株 34株のうち 30株を 13菌種に分
類し得た。うち non-moti1eのもの 9菌種， 21株， 
moti1eのもの 4菌種， 9株である。
本菌属の typespeciesである Brevibacterium 
linensが矢張り最も株数が多く 8株，次で Br. 
sulfureumが6株， Br.fuscumが3株，他は 1--
2株となっている。叉 4菌株は現在の記載のいずれ
にも属せしめることが無理であると考えられたので
その同定を保留し新菌種であるか否かは更に検討し
た上で決定することにした。
本菌が魚類から多く分離されたのは特に魚類を資
料として分離した事から当然の乙とであるが，新鮮
な或は死後時間の経過した腐敗魚肉から高い検出率
で本菌が分離された事実は，その分布が魚類に於て
可成高いことを示すものである。空中落下菌の中に
も容易に見出されるし，土壌，尿尿内容等からも分
離されているので本菌属が自然界に広く分布してい
るζ とは疑う余地がないと思われる。従って本菌が
食品細菌として検討される価値のある菌であること
は明らかで、ある。
発育条件 
1) 温度条件
著者は 270Cで分離を行ったが全株について 3TC
の発育を見ると 30株は発育を認めたが発育の弱い
ものも少くない。本来本菌は 20--2TC IC発育至適
範囲をもつものと推定される。 50 Cの低温増殖を見
ると 7日で 11株が発育しており psychrophi1icの 
strainの存在が証明された。 
2) 合成培地に於ける発育
燐酸アンモニュームを使用した ammoniumglu-
cose培地での発育を見ると第9表に掲げた如く大
部分の株が増殖し本菌の栄養条件が決して exactな
ものでない乙とを示している。しかしその増殖は遅
く72時間で判定可能のものも少くない。叉中には 
Br.sulfureum，Br.fuscumのようにきわめて旺
盛な発育を認めたものもあった。
第 9表合成培地に於ける発育 
nutrient a~i~~;;;- CZ3!:peckstrain number agar n um glucose vox 
Brevi bacteri um 
linens 8 7 8 
Br. erythrogenes 1 1 1 
Br.fulvum 1 1 1 
Br.insectiphilium 2 1 1 
Br. vitarumen 2 2 1 
Br. maris 1 1 1 
Br. fuscum 3 3 
Br.minutiferula 1 1 
Br. ammoniagenes 2 2 
Br. imperiale 1 1 
Br. lipolyticum 1 1 
Br. acetylicum 1 1 
Br.sulfureum 6 6 
not identified 4 2 4 
ammonium glucoseは 72時間判定 
Czapeck Doxは 7日判定
数字は発育菌株数 
硝酸ソーダを窒素源とした CzapeckDox培地で
も ammoniumglucose mediumよりも不良では
あったが 7日間の培養で大部分の菌株が増殖可能で
あった。 
3) S5 agar，Endo agar其の他腸内細菌培地
グラム陰性腸内細菌の鑑別培地に用いられる各種
培地を用いて培養を試みたが SSagar，Endo agar 
等には発育がみとめられなかった。
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食品腐敗細菌としての活性
本菌がゼラチン水解作用が強力でなく，カゼイン
水解力もそれ程強力でないので蛋白質分解菌として
の活性は，他のグラム陰性梓菌群やミクロコツカス
のそれと比較して顕著なものでは無いと推定されて
いるのであるが，本菌属が市販の鮮魚類に広く分布
していることから魚類その他の食品の腐敗にどの程
度関与するかについて実験した。
1) 滅菌メバノレ肉K単独移植した場合の腐敗実験 
魚庖舗からメバルを購入し 1....2cm角K切り， 8 
cm X 6cmのガラス器に収めて滅菌し ζれに供試
菌の 24時間ブイヨン培養の 0.5ccを移植して 270C
保存して，腐敗臭，色彩の変化，肉質の軟化等の1ζ
官能検査によって腐敗の進行を観察した。
その成績は第 10表に表示したが， 14株の代表菌
株に於て特に強力な腐敗力を示したものは Brevi-
bacterium sulfureum AU-28株で 24時間後すで
に腐敗臭を認め， 48時間では肉質は褐色K変色し， 
肉質の軟化も見られた。他の菌株でも勿論 24時間
後民若干の腐敗臭をみたのであるが， 48時間後に腐 
敗臭のみとめられたものは半数で Br. linensでは
腐敗の進行はおそく， 96時間で始めて Br. linens 
S-84，Br.erythrogenes，Br.fuscum AU-43，Br. 
maris S-30等の株が5郎、腐敗を来した。との成績
は Br.sulfureum AU-28，Br. fuscum AU-43以
外は他の強力腐敗菌に比較すれば魚の腐敗菌として
は単独では弱力菌と云うべきものであった。 
2) 滅菌マグロ肉の腐敗実験
上記の実験と同様の方法でマグロ肉の滅菌したも
のに供試菌株を移植して， 24時間毎にその一部 20g
をとり NH3-Nの増加を測定して腐敗の進行をしら
べた。
その成績は第 1図の如くであって， Brevibacteri-
um sulfureum AU-28は48時間後に 46mg%の
NH3-N値を示し 72時間では 100mg%に達しメパ 
ル肉の場合と同様にとび抜けた魚肉蛋白の分解力を
示した。併し他の菌では Br.fuscum AU-43が72
時間で 30mg%程度を示したが一般に分解作用は
弱いものでこの点でもメバルの実験と同様の結果を
示した。
食塩耐性
nutrient agar K NaClを加えて本菌の食塩耐性
をしらべTこ。その成績は第 11表 K示した。 5.0%
NaCl濃度では全株が発育し， 7%濃度でも被験菌
の21株中 18株が発育し， 10%濃度では 16株が増
殖した。 15%の濃度でも 8株が可成の程度の発育を 
示した。 ζのように本菌は食塩耐性を有している菌 
である。 Brevibacterium linens(5)は salttolerant 
第 10表 加熱滅菌魚肉に分離菌を単独移植した腐敗実験 
Strain number 
24 h 48 h 
肉
質
腐色
の
敗
変 Z
臭 化化
72 h 96 h 
腐色 肉
質の
敗
変長
臭化化
肉
質
腐色
の
敗
変 Z
臭化化
肉 
質
腐色
の
敗変 Z
臭化化 
Brevibacterium linens SC-84 
S-84 
S-31 
AM-25 
AM__:_27 
Br. erythrogenes A-34 
Br. maris S-30 
Br. fuscum AU-43 
Br. ammoniagenes AU-39 
Br. imperiale AU-9 
Br. lipolyticum AU-41 
Br. sulfureum AU-28 
not identi:fied AM-20 
S-94 
一一一
+一一 
+一一
+一一
+一一 
+ー土
+一一
十一一
十一一
十褐色一
十一一
十褐色+
一一一
+ + + 
一一一
+一一
十一一
+++ 
+++ 
+十十
十++ 
十一十
+十褐色+
十十褐色十
十一一
+十十
+一一
土-+ 
+一一
一一一
+.一土
十++ 
+++ 
十十+十
十一十
十一土
+十十
十 十 + 
十一一
十十十
+一一 
+ト十+ 
十十+ 
+十十 
十一土 
十+ +十+十 
+ +十+十 
什 +十 十 
十十+ 
十一土 
十十+ 
十1十十廿叶 
十一一 
十十十
60 
50 
40 
30 
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第 1図 マグロ内実験腐敗における Chlortetracyclineの結晶を用いて agar streak 
NHa-Nの増加曲線 method Kよって CTC K対する分離菌の感受性を
しらべた。第 12表にその結果寄与表示したが， 50tg
mM gn u  n u  
M
- ぺ  
山 mcg/mlで発育する抵抗株は僅に 1株であり， 10 
mcg/mlで発育する株も 3株，5mcg/mlでは 9株
90 であり，多くの株が 5mcg/ml以下に最小阻止濃度
を有する高い感受性を示した。
80 
第 12表 分離菌の抗生物質に対する感受性 (CTC)
70 mcg/ml。strain number 1 5 10 50 
。。。。。。。。。。。。。。。

。
。
8 
。
。。
 
AUAUAU 
。。
 
第 11表分離株の食塩耐性 Br. sulfureum 6 6 1 0 0 
NaCl濃度| % 
not identified 4 4 1 1 1 
strain numbei 
10.5 2.0 5.0 7.0 10.0 15.0 48hrs判定， 数字は発育菌株数。 
Brevi bacteri um 
。4 
1 1。く思われた(第 13表)。 
1 
マ~[ 
。 
。。

口。唱
Brevibacterium linens 4 2 1。。1 。
2 1 
。 
iBr. erythrogenes 1 
噌 iBr.fulvum 
Br. insectiphi1ium 2 2 
Br.vitarumen 2 2 
Br. maris 1 
Br. fuscum 3 3
ハ Unu--
20 
Br. minutiferula 1 1 
Br.ammoniagenes 2 210 
Br. imperiale 1 0 0 
Br.lipolyticum 1 1 1。。118 2日 3日 4fl Br. acetylicum 
linens 8 8 8 8 2) Penicillin K対する感受性 
Br. erythrogenes 1 1 1 1 15菌株Kついて測定したが 1，000単位でも発育す
Br.fulvum 1 1 1 る抵抗株が 6株あり，球菌K比して耐性を有する如1 
Br. insectiphilium 2 2 2 1 
213121116
Br. vitarumen 	 2 2 2 
1 1 1 
3 3 
1 1 1 
2 2 
1 
0 
1Br. maris 第 13表 分離菌の抗生物資に対する感受性 
Br. fuscum 1 
(Penicillin)
。1 10 20 50 100 1，000Br. minutiferula 1 
Br. ammoniagenes 
。。。。。
 
nununu
1 P印刷叫
1 
15 10 9 9 9 8 6 
Br. imperiale 11 1 
Br. lipolyticum 1 
数字は各濃度に於ける発育菌株数。 
市
Br. acetylicum ipOA1 
Br. sulfureum 6 
3) Oxytetracycline及び Streptomycinrc対す
る感受性 
2 2not identified 4 2 2且τ 
Oxytetracycline Iζは5mcg/mlで発育する株は
72hrs判定， 数字は発育菌株数。 
で 15%の NaCl中で発育すると記載されているが
分離菌も 8株中 4株が 15%でよく増殖している。 
抗生物質に対する感受性 
1) Chlortetracycline に対する感受性 
なく Streptomycinでは 34株中 100mcg/ml抵抗
菌が 2株あり 10mcg/mlでは 9株認められた(第 
14表)。
乙れらの結果から本菌は tetracycline系の抗生
物質には高い感受性を有するが streptomycinKは
中等度の感受性菌と云うことが出来る。 
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第 14表 分離菌の抗生物質に対する感受性 
1 5 10 50 100 
Oxytetracycline 15 14 0 0 0 0 
Streptomycin 34 28 15 9 3 2 
数字は各濃度における菌株数。 
4) 食品防腐剤l乙対する感受性
食品防腐剤に対する感受性も調べたが， nitrofu・ 
ran誘導体のうち Z-furanについて行った成績を
第 15表lζ示した。この成績は micrococcusの感受
性分布(6)と大体同程度のものであった。
第 15表 食品防腐剤に対する分離菌の感受性 
(Z-furan) 
~\司令~I 1 5 10 20. 33 50 100 
山 an j34 33 31 24 8 2 0 
数字は各濃度に於ける発育菌株数。
考 按
Brevi bacteri umと云う細菌属名並びにこれに所
属する菌種名は耳新らしく感ぜられ，新たに分離命
名された細菌と思われ勝らであるが，これは古くか
ら記載されていた細菌を Breedが整理して主とし
てグラム陽性短梓菌と云う形態上の共通性をもとに
して生物学的性状の類似性と組合せて編成したもの
であって，各菌のオリグナルを求めて見ると，第 16 
表の如くなる。乙の表は Brevibacteri umの全菌種
ではなく著者の分離した菌種に限定して作製して見
たのであるが，一見してわかるよう陀かつて Bac-
teriumくりとして記載されたもの， Baci1usとして
報告されたもの， Flavobacteriumと誤認されたも
のなどが集められている。 ζれらの古い記載はグラ
ム陽性菌としての確信に欠けておって本来はグラム
陰性菌であろうとの推定で Bacterium，Flavobac・ 
teriumとして報告されたものと考えられる。
著者は本研究の結果から見て Breedの英断に賛
意を表したい。著者の取扱った菌株はいずれもグラ
ム陽性の短梓菌である乙とに疑いのないものであっ
て，その好気性の発育や乳糖の醗酵試験等の結果か
ら見て乳酸菌でないことが明らかにされている。
自然界にはとのような細菌群が広く分布しておる
のであって，本菌属の設定lζょっで無理なく ζれら
の菌が分類されるわけである。但し著者の考えでは 
Bergey'sの記載はまだ充分でなく新しく組入れる
べき多くの菌種を含んでいると予想される。
著者の研究により Brevibacteri umが海産魚介類
に広く分布しており，土壌，空気等からも容易l乙分 
離される所から本菌属が食品細菌として採上げる価
値のあることが明らかにされた。叉腐敗実験の結果
はある菌種例えば Brevibacteriumsulfureumな
ぞでは強い蛋白分解作用を示し腐敗細菌として重要
なものであることも判明した。
かくて当研究所K於ける系統的の腐敗細菌の研究
(8)(9)(10)(11)(12)のうち欠けておったグラム陽性短梓菌
の領域が開拓され，本菌属の腐敗細菌としての位置
が決定された。
第 16表 Genus Brevibacteriumとその旧菌種名
新菌種名 !日菌種名 
Brevibacterium linens Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium linens Weigmann 1910 
Br. erythrogenes Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium erythrogenes Lehmann &Neumann 1896 
Br. fulvum Breed 1953 ・・・・・・ Bacillus .fulvus Zimmermann 1890 
Br. inseetiphilium Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium insectiphi1ium Steinhaus 1941 
Br. vitarumen Breed 1953 ・・・・・・ Flavobacterium vitarumen Knutsen 1928 
Br. maris Breed 1953 ・・・・・・ Flavobacterium maris 1953 
Br. Fuscum Breed 1953 ・・・・・・ Baci1us fuscus Zimmermann 1890 
Br. minutiferula Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium minutiferula Steinhaus 1941 
Br. ammoniagenes Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium ammoniagenes Cooke & Keith 1927 
Br.imperiale Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium imperiale Steinhaus 1941 
Br.lipolyticum Breed 1953 ・・・・・・ Bacterium lipolyticum Huss 1908 
Br. acetylicum Breed 1953 ・・・・・・ Flavobacterium acetylicum Levine 1926 
Br. sulfureum Breed. 1953 ・・・・・・ Flavobacterium sulfureum Bergey 1923 
Bergey's manual 1957年度阪による。 
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総 括
著者は海産魚類，土壌，尿尿及び空気から Brevi-
bacterium菌属を分離して，形態，培養性状，生化
学的性質，分類，分布等細菌学的研究を行った後食 
品腐敗細菌としての活性について検討を加えた。得 
られた成績は大よそ次の如くである。
1. 主として市販の海産魚から本菌の分離を行つ
たが鮮魚並びに腐敗魚肉から 26株の本菌を分離し
更に土壌，空気其他から 8株合計 34菌株を得て供
試菌とした。 
2. 分離菌はグラム陽性の 0.5~0.7 x 1.0~1.5μ 
の大きさを有する短梓菌で， rose，pink，orange， 
brown，yellow，grayの非水溶性色素を有する集
落を形成し普通培地によく発育する。 34菌株中
non-motile speciesが 25菌株， motile speciesが 
9株であった。 
3. 形態並びに生物学的性状の諸検査の結果， 
Breedの記載に従って分離菌を Brevibacteri um 
linens以下 13菌種に同定，分類し得た。 Brevi-
bacterium linensが 8菌株， Br.sulfureumが 6
株他は 1--3菌株であった。 4菌株は既知の菌種の
いずれにも分類することが出来なかった。乙れらの
分類学的研究を通じて Bergey'smanual K於ける
本菌属の記載はなお不充分で今後更に新菌種の多く 
を加える必要のある ζ とを痛感した。 
4. 本菌属は栄養要求は exactではなく，合成 
培地l乙可成よく増殖した。本菌は叉食塩耐性を有し
Br.linens等 15%の食塩濃度で増殖するものが多 
数認められた。 
5. 加熱滅菌魚肉中に於て本菌はよく増殖し少数 
の株 Br.sulfureum，Br. fuscum等の菌株は魚肉
を強く腐敗させ，代表的の腐敗細菌の一つに数えら
れるが，他の多くの菌株はその作用がさ程強くな 
く，菌種，菌株による相違が顕著であった。
6. 本菌の抗生物質応対する感受性は chlortetr・
acyc1ine rcは感受性が高いが， streptomycin ILは
中等度の耐性を示した。防腐剤lζ対しては抵抗性が 
強く Micrococcusと同じ程度の感受性を示した。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導並びに
御校閲の労を賜わった思師相磯教授に深謝する
と共に飯田講師始め教室員各位の御助力に感謝
の意、を表する。
支 献 
1) Bergey's manual of determinative bacteri-
ology，7，ed.，1957. 
2) ZoBell，C. E.，& Upham: Bull. Scrips 
lnst. Occeanography，La Jolla，5，258，1944. 
3) Krassilnikov: Personnel communication. 
4) Cooke，J. V. & Keith，H. R.: J. Bact.， 
13，315，1927. 
5) Weigmann: Cent. f.Bakt.， II Abt.，28， 
422，1910. 
6)桜井実:千葉匿会誌投稿中。
7)Steinhaus，E. A.: J. Bact.，42，757，1941. 
8)赤塚正平: 腐研報， 4，58，1951. 
め福原公明:千葉医会誌， 31，350，1955. 
10)志賀信雄: 千葉医会誌， 33，28，1957. 
11)相磯和嘉: 腐研報， 9，1，1956; 10，87，1957. 
12)相磯和嘉: 食品工業， 2，N o.6，1959. 
